
はじめに
本事業は、2022年度に本学と「石川県中小企業家

同友会」との間で締結した連携協定に基づく事業で、
本年度で4年目となり、本学と石川県とで2023年12
月7日に締結した「学生の県内定着促進に関する協
定」に基づいた事業としても位置付けている。
本事業は、「課題解決型協創インターンシップ」

という事業名が示すように就活と直結した一般的
なインターンシップとは背景や目的がやや異なっ
ている。SDGs の達成が国際的にも、国内的にも重
要な政策課題となる中、地域の中小企業においても
SDGs の達成に向け自らの事業活動と地域課題の解
決をリンクさせることによって自社及び地域に新た
な価値を創造・提供し、自社と地域の持続可能性の
向上を目指す動きが現れている。学生にとっても、地
域課題の解決を企業と共に若者の目線で考え、企業
と地域に価値をもたらす活動に参画することは、社
会に出たときに自らの仕事の意味と意義を見出す力
を得る貴重な学びの場になるものと考えられる。こ
のような背景のもと、両者が地域課題の解決に向け
て協働して取り組むことが本事業の目的である。

活動内容
学内の各ゼミに本事業への参画を呼びかけたとこ

ろ、野林ゼミ、村上ゼミ、神﨑ゼミ、土屋ゼミ、佐藤ゼ
ミの５ゼミが参画することとなった。
各ゼミのニーズとシーズ（やりたいこととでき

ること）を聞き取り、同友会側の窓口になっていた
だいた同友会の地域政策委員会に提示し、参画企業
を募っていただき、各ゼミの専門性が活かされるよ
うマッチングをした。各ゼミの活動内容は次ページ
以降に個別に記載するが、各ゼミともに①経営者層
からの会社説明と課題の提示、②学生の企業視察と
企業の方とのディスカッション、③課題のソリュー
ション案の検討、④企業の方に対するソリューショ
ン案の提示と意見交換、⑤意見交換を踏まえた最終
案のまとめとゼミごとの報告会の開催、といったプ
ロセスを経て事業を進めている。今年度は、このプロ

セスの各段階でゼミごとに活動内容を大学のホーム
ページに掲載し、情報発信に努めた。

成果、結果の考察
本活動の成果は、2026年2月24日に本学で開催し

た中小企業家同友会への活動報告会で発表した。

当日は絹川会長、舘地域政策部会長をはじめ、会員
企業関係者約30名、本学の学生、教職員約40名が参
加した。学生のプレゼンに対し、連携企業の方から事
業の評価やよかった点、改善点、学生の将来に向けた
アドバイスなど真摯なコメントをいただいた。この
ことは、学生にとって、大学の授業だけでは得られな
い貴重な学びの機会になったと考えている。

今後の課題、展望
今年度の取組み結果を踏まえ、中小企業家同友会

からは来年度の事業継続のお話をいただいており、
本学としても連携協定に基づき継続して取組んでい
きたいと考えている。
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